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ている(Carletta et al., 1996; Alexandersson et al., 1997; Allen and Core, 1997; Jurafsky 
et al., 1997; Bunt, 2009)。近年では談話行為に関する国際規格も提示され(Bunt et al., 2012; 
ISO 24617-2, 2012)，枠組みが整備されつつある。ISO 24617-2 をくだけた会話に対して適














































































































試行した（18 場面，計 451 分）。第一レベルタグは第一著者あるいは第二著者が付与した。
第二レベルタグは第一著者が単独で付与し，第一レベルタグのチェックを合わせて行った。
これらの作業の際に見出された談話機能の判断に検討を要する例について，その理由と考

























01 A で次こっちだ((板を持ち上げながら)) 依頼系 
02 B → これは((A の動きに合わせて板を持ち上げる)) ? 
03 A うん FB 肯定 
04 A そうして FB 肯定 
05 B ひっくり返すよ 依頼系 
06 A うんうん((板を持ち直す)) 依頼系への対処 
 
例 1 は Aと B が一つのカラーボックスを組み立てている際のやり取りである。二人は同
じ枠板に手を掛けながら 01 行目以降のやり取りを行っている。A は 01 行目で B と二人で
支えていた板を持ち上げながら「で次こっちだ」と発話している。これは板を持ち上げる（そ
してひっくり返す）提案として聞かれる（タグ候補：［依頼系］）。注目したいのは続く 02 行
目の B による発話である。02 行目「これは」という発話は，発話のみ聞くとどのような談
話機能を果たしているのか明確でない。そこでこの時の B の身体動作を参照してみると，




【例 2】T007_017(204.469)会議中に参与者の一人 Aが別の参与者 B の手元にお菓子を提供する 
(01) A ((複数あるお菓子を一つずつ机に置く)) (付与対象外) 
02 B あーすいません 申し出への対処 
03 A → ((お菓子を置き終わる))はい ? 
04 B ありがとうございまーす 感謝 
 
また例 2 は会議中にお菓子の受け渡しが行われている箇所である。お菓子を机に置き終
えた A による 03 行目の発話「はい」は，発話冒頭が顕著に高い音で発話されている。この
談話機能について，01 行目のお菓子を差し出す身体動作と合わせて申し出を果たしている
と解釈することもできるかもしれないが，実質的に申し出を行っているのは 01 行目の身体


























01 B 現地出発日がー?  ? 
02 B ついたちでいいの?  ? 
03 B ん? ? 
04 B 一 二 三 四 五 ? 
05 B ついたちでいいのか ? 
06 B ん?  ? 
07 B 三十一でいいのか?  ? 















【例 4】T003_001(91.264)宿題をやっている S を正面からで母親 M が見ている 
01 S 一十百千万((ワークブックの数字の桁数を数えながら)) ? 
































情報提供   
02 A うん うん FB 肯定 遡及的依存関係 01 
03 B 散歩してると 情報提供   
04 B → あらー ？ ? ? 
 
【例 6】T001_002(821.103)一つのカラーボックスを二人で組み立てる 
01 A 今度の溝はこっちの溝に入れないといけない 依頼系   
02 B 溝を? 確認要求 遡及的依存関係 01 
03 B はーい 依頼系への対処 予測的依存関係 01 
04 B → えっ ? ? ? 
05 A → あー ? ? ? 
06 A じゃあ これを 依頼系 ? ? 
 
 例 5 は草花や建物などといった目に入ってきた光景について話しながら二人で散歩して









るものが判断しにくい。例 6 で Aと B の二人は同じ一つの板を手に持ち，これを別の板の
溝に差し込もうとする（01−03 行目）。そして直後の 04 行目で何らかの問題が生じている
ことが示される。この問題が 03 行目までのやり取りに関わる問題であるのか，その後環境











【例 2’】T007_017(204.469)会議中に参与者の一人 Aが別の参与者 B の手元にお菓子を提供する 
(01) A ((複数あるお菓子を一つずつ机に置く)) (付与対象外)   
02 B → あーすいません 申し出への対処 予測的依存関係？ ? 
03 A ((お菓子を置き終わる))はい ?   
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